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ハウスミカンにおける小型送風ファンを利用した３重被覆の省エネ効果 

［要約］ハウスミカンにおいて小型送風ファンを利用して３重被覆を行うことで、ハウス内照

度の低下や昼温の上昇傾向がみられるものの２重被覆と比較して１６％の省エネ効果

が得られる。 
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［背景・ねらい］ 

 ハウスミカン栽培では、重油使用量の削減を目的として３重被覆の普及が進んでいる。

しかしながら構造上の制約により、新たにフィルム展張用のパイプを設置できないハウ

スがあることが問題となっている。このため、フィルム展張用パイプを必要としない小

型送風ファン（商品名ＴＳファン）を利用した３重被覆の有効性を検討する。 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．３重被覆は、既存の内張り用アーチパイプに２重にフィルムを展張し、小型送風フ 

  ァンによりフィルムの間に送風して空間を確保する（写真１）。 

２．野外照度に対するハウス内照度は、被覆３年目で３重被覆により対照（２重被覆）と比

較して晴天時で１６％、曇天時で７％低下する（図１）。また３重被覆により、昼間の

最高温度が高くなる傾向にある（図２）。 

３．３重被覆により加温に用いるヒートポンプの消費電力は減少する。ハウス内外温度

差と消費電力の関係から、３重被覆により１６％の省エネ効果が得られると試算さ

れる（図３）。 

 

 

［成果の活用・留意点］ 

１．小型送風ファンの設置台数は10a当り６台程度であるが、フィルムが密着せず空間が確

保できるようにハウスの構造に応じて台数を調節する。小型送風ファンの価格は1台当り

15千円程度である。 

２．ハウス内の照度低下を防止するため、外張りおよび内張りフィルムの交換時期が同じに

ならないように計画的に使用する。昼間の最高温度が高くなるため、換気に十分注意す

る。また十分な省エネ効果が得られるように、ハウスの密閉度を極力高める。 

３．本成果は果樹試験場内の面積３ａのハウスにおいて、10馬力ヒートポンプ２台を使用し

て加温試験を行い得られたものである。  

 

 



［具体的
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